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様式第３号   　　　　　　　 　　　　　　    　　　　会 　議 　録  

 
 

 会　議　名 
（審議会等名）

令和６年度 第１回 川西市人権施策審議会

 事　務　局 
 (担　当　課）

市長公室　人権推進多文化共生課　　内線（2412）

 
開催日時 令和 ６年 ６月２６日（水）午後2時～4時

 
開催場所 川西市総合センター・１階視聴覚室

 

出
席 
者

委 　　　員
・石元会長　　・藤井委員　　・南委員　　・西垣委員　・松木委員　　・石田委員　　　　　　
（欠席）・安田委員　・笹倉委員・前田委員

 

事 務 局

・市長公室長　　・市長公室副公室長兼人権推進多文化共生課長　　 
・総合センター所長　　・総合センター所長補佐　　・人権推進多文化共生課長補佐 
・人権推進多文化共生課主査　・人権推進多文化共生課専門事務

 
傍聴の可否 可・不可・一部不可 傍聴者数 2人

 傍聴不可・一部不可
の場合は、その理由

 

  
会　議　次　第 

 
1.　開会 
 
2.　審議事項 

（1）人権行政推進プランの見直しに向けての市長との意見交換 

（2）人権行政推進プランにもとづく各種人権施策の実績について 

（３）　　　　〃　　　　　　　　　　　　　　　　　　　施策・業務の点検（人権チェック）について 

（４）総合センターの運営について 

（５）「川西市総合センターのあり方について」の答申案について 

 

3. その他、事務連絡等 

 

４.　開会 

 

 会議結果  別紙－審議要旨のとおり
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 会　　長 

 

 

事務局 

 

会　　長 

 

委　　員 

 

 

 

 

 

 

 

会　　長 

 

委　　員 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

会　　長 

 

事務局 

 

 

 

 

委　　員 

 

 

 

 

 

 

それでは、審議事項へ移ります。 

まず、審議事項（２）と（３）について、事務局からご説明よろしくお願いいたします。 

 

人権行政推進プランにもとづく各種人権施策の実績について事務局説明 

 

ただいまのご説明、報告に関しまして、ご意見、ご質問、どうぞ。 

 

職員人権研修（全体）実績の部分ですが、気になったのが、普段の業務が忙しくて

なかなか研修する時間が取れなかったという、表現です。もちろんそれは事実なんでし

ょうけれども、普段の業務と人権研修を別に考えるんじゃなくて、人権研修を業務の中

に含めて考えていくという考え方にならなかったら、いつまでも人権研修が他人事に

なってしまう。我々の意識改革というか、人権研修も業務の１つなんだ、その中に含ま

れるんだという意識を、お互いに確認していくことが大事なんですよと、そのように思い

ます。 

 

はい。ご意見、どうぞ。 

 

実質、窓口業務で市民の方たちとお会いする機会は多いじゃないですか。いろんな

方が来られて、対応するのに、人権感覚が備わっていなければ、相手さんを怒らせた

り、時々その窓口で怒鳴ってる職員がいてたりというようなこともあるんですよ。そんな

ことじゃなくて、仕事の会話の中で、人と接するときに、人権の感覚を勉強しておれば、

相手さんを怒らさずにお話できるような人権感覚の勉強もできる。その業務が忙しい

から人権研修ができないのではなく、日々の仕事の中で、人権の勉強ができるんじゃ

ないかなというふうに私も思ったんです。 

それと人権サポーターの人数も今、減少してますよね。支援するとなっているが、その

人数が増えるような計画等はやっているのですか。 

 

はい、今の点について、どうぞ。 

 

人権サポーター会のほうで、年２回、3 回の連続講座をやっていただいており、そこ

で興味を持っていただいた方にサポーターになっていただけたらと思ってるんですけど

も、サポーター会に入っていただけるような方は、そう簡単には見つからないというのが

現状です。 

 

せっかくいいことをやっており、学ぶ場だからね。そういったところの方が増えて欲し

いなというな思いがあって今言わせてもらっています。 

それと市長さんも言っておられたんですけど、タウンミーティングでお話してても、い

ろんな差別の問題、障がい者問題などと言っておられますけれども、職員研修を受け

た職員自身が勇気を出して、間違ってることを間違えてるっていうようなことを言ったこ

とが、それがマイナスイメージにとらえられるようなことのないように、人権意識が高い

人は勉強してもらいたいという思いで言ってることを、きっちりと受け止めて、増やして
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事務局 

 

 

委　　員 

 

事務局 

 

 

委　　員 

 

事務局 

 

 

委員 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

会　　長 

 

会　　長 

 

 

 

 

事務局 

 

いけるような職場づくりをしていただかないと、職員が研修しなくなっちゃうし、理解出

来てるものが、人様に言えなくなっちゃう。だからやっぱり啓発はもっと重視して、もっと

やっていくように、０の人数が少なくなるように。研修を受けるだけじゃなくて、受けてそ

れをどのように実践していくかっていうところまでをやっぱり学んでいって欲しいってい

うのはこのアンケートを見て、私は思いました。書いてあることも何かあんまり変わって

ない。 

 

確かに、市長もおっしゃってましたけれども、例えば差別的な発言があって、それに

対してそれはおかしい、それは差別だというふうなことで、すぐに指摘をしたい。 

 

なかなか勇気を出して言われへんやろ。 

 

瞬時にそういうふうに言えるような職員っていうのを、やはり育てていっていかないと

いけないと思います。 

 

大事なことだと思います。 

 

そうですね。そういう職員の人権に関する知識のレベルっていうのは、これまでよりも

高め続けていかないといけないです。 

 

やっぱりそれでもやってる人は、立場変わったらきっちり頑張って、頑張ってやってる

子は意識が高くなりますよ。その人たちがもうちょっと勉強して欲しいなというような人

が目について、そのことを言ったことがね、結局その言った本人にもしんどい状況にな

るというようなことになればね。よその市町村でもあります。いろんなことがあって問題

になって裁判になったりとかしてね。そういうなことになったらあかんからな。やっぱり、

もっとそのしんどい思いしてる人には、しんどい思いさせてんねんな、そういうことのな

いようにこれからも頑張ってやっていきますというような言葉かけ１つでもね、本人はす

ごく救われる部分があるんじゃないかと思います。だからそういった部分から、育てると

いうのは難しいもんでね。でもやっぱり大事なことなんですよ。だからそれは、役所にお

られる肩書き持っておられる方とか、そういう人たちが担わないといけないことだと思

います。そういったとこら辺も頑張っていただきたいと思います。 

 

はい。 

 

一点、私から質問なんですけども、人権啓発協会からでている「人権ジャーナルき

ずな」やインターネット等関連機関のホームページなどの自主研修ですね、この自主

研修を１回でカウントしてると思うんですが、この考え方っていうのはどういうふうにな

っているか、単にきずなを読んだということだけで１回っていうことなのか。 

 

そうですね。きずなを読んで、それに関する感想をパソコン上でですね、職員が意見

を入力してそれを課全体で共有して、１回の研修としているというふうに、窓口業務と
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委　　員 

 

 

 

会　　長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

事務局 

 

 

会　　長 

 

事務局 

 

 

会　　長 

 

会　　長 

 

 

 

 

会長 

 

 

事務局 

 

会　　長 

 

 

か、時間もとれないところはそういう対応をしているところもあります。 

 

「観ました」だけで済んでるところもあるやんな。そのＤＶＤを観ただけで１回と報告

してるのも、そのまま上がってるところもいっぱい、読んでたらわかります。だからそんな

んはおかしい。 

 

効果っていうのは本人の取り組む意欲なりで大きく変わってくるので、きずなを読ん

だからといって、それよりも、例えば研修に参加するほうがずっと効果が大きいんだと

必ずしもいえないと思います。その研修に出てもね、十分に集中せずに、ぼーっと聞い

ていたら何もならないわけで。だから一概には言えないんですけど、約１時間半なりの

時間をとって研修に参加するのと、それときずなを読むのとなんか全部ひっくるめても

う１回に数えるっていうのも、どうかなという、この表し方ですね。だから０回がもうない

からいいというふうにね、簡単に判断するっていうのもおかしなことなので、そういう表

示の仕方っていうのもちょっと工夫が要るかなという印象を持ちました。 

他にどうでしょうか。ちょっと今日最初に１時間とったので、少し急ぐようですけども、

次のですね、審議事項に移りたいと思います。次の総合センターの運営についてとい

うことで。 

 

協議事項２の（３）の人権行政推進プランにもとづく施策・業務の点検についてって

いうのをご説明ができてなかったので、続けてよろしいでしょうか。 

 

はいどうぞ。 

 

人権行政推進プランにもとづく施策・業務の点検（人権チェック）について事務局

説明 

 

　資料２－１と２－２についてご質問ありますか。 

 

こうした自己点検に取り組むことで様々な気づきにつながる。それぞれの部署で議

論するなり、自覚することは、よい機会となっていると思います。ただ、このチェックが形

骸化すると意味がないので、なんのためにするのか意識をもってするかどうかが大切

です。続けていただきたい。 

 

次に審議事項の（４）のほうに移ります。総合センターの運営についてということで、

事務局よりご説明よろしくお願いします。 

 

総合センターの運営について事務局説明 

 

昨年度の総合センターの事業実績ということでご説明がありました。これに関しまし

てご意見、ご質問ございましたら、どうぞ。 
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 委　　員 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

会　　長 

 

委　　員 

 

事務局 

 

 

 

 

委　　員 

 

事務局 

 

 

 

委　　員 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

事務局 

 

すいません。総合センター事業の中で、けんけんひろばっていうのが創業当時から

あるんですけれども、本来ならば、資格を持っておられた先生が対応してたんです。す

ばらしい先生だったんですが、年齢が年齢だからということで、センターのほうから、お

断りしたらしいんですが、そのあとの後任の方はなかなか決まってないんですよね。そ

んななかで、センター職員が関わっているみたいだけど、センター職員は教師じゃない

ですからね。そういった意味からすると、やっぱりそこには相応しい指導される方を人選

していただきたいと要望をずっとしてるんです。まだそれが出来てないです。そういった

部分をもっと補っていかないと、ここは人権センターの機能を充実させると言っていな

がらね、本来、子どもたちの人権を尊重するという意味からすると、やっぱり一番大切

なところが手薄になってるんじゃないかなっていうことを懸念してるんですよ。そこら辺

をもっとしっかり考えて、やってもらいたい。 

 

ご指摘があったわけですが、講師がセンター職員となっているところですよね。 

 

そうです。 

 

令和５年度の部分につきましては、１名減になった部分について、けんけんひろばに

ついては、教育委員会のほうから応援をいただきまして、教員免許を持っておられる方

が来ていただくことで対応させてもらっております。今、○○委員がおっしゃってるのは、

今現在の事業ですよね。 

 

そうですよ。 

 

その中でおっしゃっていただいてることだと思うんですけども、その分につきまして

は、教員免許を持った職員を募集ということで実施させてもらってるんですけれども、

なかなか成果が上がらない。 

 

広報だけ。本来は総合センターっていうのは、教育関係のほうで社会教育のほうで、

教育委員会から指導主事に当たる先生が対応されてたんですよ。それを引き上げた。

そのあと、退職された校長先生が任務を担っていただいていたんです。本当にすばら

しい先生で、先生自身はまだやっていきたいという気持ちはあったけれども、行政のほ

うから長くやっておられるからとか、年齢だからと言ってお断りしたんです。でも元気な

方だし、今はもう働き方改革という中で、年齢が上がっても働ける人は、元気な人は働

いてもらいましょうと国のほうでも言ってるにもかかわらず、何で大切な人が、次の後

任が決まっているならばそれは仕方がないことだけど、後任が決まっていないのに、な

ぜこんな対応して、後困ってる。そんなことで、いちばん困るのは子どもらです。そこらの

部分をちゃんと出来なくて、総合センターが人権をきちっとやってると私は言えない。も

っと頑張って、行政も取り組んでもらわないと、と思います。 

 

今、○○委員がおっしゃってることですけれども、学校の元校長先生とかに来ていた

だいてた期間が数年あったんですけれども、今年度からは、公募という形で教員免許
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委　　員 

 

 

 

事務局 

 

 

 

 

委　　員 

 

 

 

 

 

 

 

事務局 

 

委　　員 

 

会　　長 

 

 

 

事務局 

 

会　　長 

 

 

委　　員 

 

 

 

 

を持った方で、学校指導主事の先生ではないですけれども、教員免許を持った方に、

けんけんひろばに携わっていただいてるというところがあります。けんけんひろばの指

導員はもともと２人いてたんですけれども、そのうちの１人が急遽退職ということになり

ました。その１人の枠については今公募してますけれども、なかなかまだ見つかってま

せんというふうな状況になっております。 

 

それと、それだけじゃなくて、推進室だってそうです。多文化共生ということで、日本語

を教える先生をということで採用したけれども、１ヶ月で辞めたり、２ヶ月で辞めたりと

いう人がいてて、定着してないところは、私すごく合点がいかないです。 

 

多文化共生推進員として、採用したんですけど、短期間で辞められたということが

あるんですけれども、今年度につきましては、５月から、また新たな人に業務に携わって

いただいてます。人権推進多文化共生課のほうのそのおっしゃっておられる職員という

のは、今、ちゃんと就任をしているということです。 

 

もう大分前から約束をしてもらってんだけど全然実施出来へんからな、１ヶ月で辞め

たり２ヶ月で辞めてる人が多くて、継続しないんですよ。だからそういったことでは来る

側だって大変だろうし、待ってる人たちは、あてにして待ってます。いつからやったら来て

くれるかなと思って待っているにもかかわらず、いや、もう辞められたんですとなったら、

がっかりします。だからもっと本腰を入れて、きっちりと。その人たちが無理なら、以前に

お世話になってた先生にお願いするとか、先生自身が納得するかどうかわかりません

けど、そういうな形をとってもいいのでないかなと私は思います。 

 

本腰を入れてやっております。 

 

期待しております。どうぞよろしくお願いします。 

 

他にどうでしょうか。ないようでしたら、次の事項に移りたいと思います。「川西市総

合センターのあり方について」の答申案についてですね、これについて事務局の方よ

ろしくお願いします。 

 

「総合センターのあり方について」の答申案について事務局説明 

 

はい、どうもありがとうございました。ただいま答申案についてのご説明がありまし

た。これに関しまして、ご意見、ご質問をどうぞおっしゃってください。 

 

総合センターがあり方云々というのはこれ長きにわたってあるかと思うんです。そう

いった形の中で、総合センターの位置付けっていうのは、人権センターの機能を充実さ

せるという形は随分前から言ってたと思う。そういうような中で、新たに人権センターの

機能を充実させて云々なんて言っておられますし、多文化共生云々って言ってますが、

本庁にだって多文化共生がある。ニーズがあったときに、センターに対応できる職員が
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委　　員 

 

 

 

 

 

 

 

 

会　　長 

 

事務局 

 

 

 

 

 

いてない。同和問題だってなかなか不十分です。相談業務にしたって、それなりの経験

を持ってない人が相談業務を受けてるんですよね。そういった中で、文章は幾ら立派

なことを書いても、内容が伴ってないのに、なんでこんな絵に描いたみたいなこと言う

んやろうと思って、はてなと思っています。実質、総合センターは小さい規模ですけども、

その規模以上の参加人数はあります。現在のままやったらあかんのですか。たくさんの

人が使っておりますし、来てます。子どもたちもたくさん来てます。でもそれ以上にね、多

文化云々と言ったて、けんけんひろばのほうだってそうです。そういうような外国人の人

たちはここで受け皿として受けてますし、それは本来なら、社会教育のほうの役割であ

る。センターにばかり教育委員会から押し付けられて、みんな受けて。そんな先生がい

てないのに、事業ばかりを先行してやっていこうって言ったって、受皿的な職員の整理

もせずに、こんなこと言うのはおかしくないかと私は思います。 

 

すみません、○○委員のおっしゃることは最もだと思うんですけども、当総合センター

については、本審議会で、いろんな意見をいただいている中で、まず基本となる相談事

業について、相談件数が少ないっていうことをご指摘いただいております。それについ

て、総合センターのほうで、改善する策として市の広報誌に掲載するなどしておりまし

て、その中で、いろんな相談をされるところで解決しなかった部分について、総合セン

ターのほうに相談いただくケースが少しずつ増えてきております。その内容につきまし

ては、多岐にわたる部分で、関係機関をご紹介することもあるし、そこにつないで、駄目

だった人がきてるわけで、なかなかつなぐところがないなかでですね、最後までお話を

聞かせていただいて、で、アドバイス的な話になるんですけども、そういうような話をす

ることで落ち着かれたりとか、実際に施設を紹介することで、問題が片づいたというこ

とで、お礼の連絡をいただいたり、そういうことが増えております。 

 

それは稀なことでしょ。私の事務所だったら、長年民生委員をやってる関係上、相談

はよくあるんです。いろいろなところに繋いだり、解決できることは対応しているが、私

は民生児童委員としていろいろなことを勉強させてもらってる経験があるので、出来ま

した。総合センターの方は、子育て、子どものほうの遊びとかそういうような方が対応さ

れている、担当者の方が相談を受けたりとか。そういうようなことで本来の相談業務が

担えているのかなというようなことをすごく疑問に感じます。だからそういったことを充

実させようと思えばスタッフはちゃんといないと難しいんじゃないかなと。その辺をちゃ

んとしないと、幾ら立派なことを書いてみたところで、実施しないと。 

 

はい、どうぞ。 

 

実は今、総合センターで、新しく来ている隣保館相談指導員が、その辺については

勉強してるところでもあるんですけども、私も以前には、福祉の部署にいたり、中西の

ほうも障がいのほうにいてたとかで、ある程度お話聞いた場合に、どこへ回せばいいと

か、これについてはどう対応したらいいかっていうのは把握してるところでございます

ので、相談については、対応を十分出来ているというところで考えております。 
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私が支部とセンターの話し合いのときに相談業務を誰がしてるかと聞いたら、○○

さんと言ってた。子育てに関わってる人が、相談業務に対応してるんですっていうような

ことを言ったが、それだけではいけない。子どもの困ったことの相談とかも、こども支援

課などいろいろな部署があって、そこら辺との連携もあるだろう。所長や○○くんが相

談をうけているということを聞くことは初めてです。この場に来て、言葉変えたらいけな

い。話し合いのときにそのときの話をちゃんとしてる。言葉変えることをしとったらいけな

い。あなたの人間性に問題があるって考える。責任持って対応しないといけない。何で

そんないい加減なこと言うのか。もっと責任ある言葉を発させないけない。 

 

あと、多文化共生の話が出たんですけども、なぜ総合センターで多文化共生やって

いう話なんですけども、実は総合センターで実施してる事業の中で、まず読み書き教

室という日本語の読み書きをする、教える教室があるんですけども、昔は識字教室と

いうことで、日本語の読み書き出来なかった地区の住民の方とかが参加して・・・ 

 

義務教育を受ける権利がなくて、義務教育を奪われた人たちが集って、自分の人間

性と文字を奪い返すための営みでやってたことです。もっとそういうようなことを勉強し

なさいと言わなあかん。 

 

平成１４年に一般施策に移行するなかで、識字教室が読み書き教室ということで、

幅広く、日本語の読み書きが出来ない方も参加できるような形になりました。今現在

は参加している方が２人いてて、２人とも外国籍の方っていうことで、外国籍の方を支

援する形にもなっております。また、子どもたちを対象にしているけんけんひろばという

授業があるんですけども、そちらも今、小学生クラスにはベトナムの方が一人、中学生

クラスにはネパールの方が一人来られて、総合センターのけんけんひろばの日本語ひ

ろばということで、今は別で日本語の読み書きを勉強していただいています。いずれは

一緒の場所で、子どもたちが交流しながら、勉強できる場になればというふうに思って

おります。そういう活動が、多文化共生の一端になっている形にはなるかもしれないん

ですけども、そこを意識した形で事業を実施してるわけではないんですけども、結果と

してそういう方が来られてるっていうところは、先ほど説明させてもらったセーフティネッ

トの１つとして、ここのセンターが、子どもたちやそういう方に頼られてるっていう施設で

あるっていうことなんではないかなというふうには思っております。 

 

けんけんひろばっていうのは、解放学級があったのが、それが変容した。少子化で、

解放学級に通う子どもたちがいなくなったから、受け皿を広めましょうっていうことで、

周辺地域の学校の子どもたち、日本の子どもばっかりだったんだけど、今は日本の子

どもが少なく、外国籍の人も受け入れて勉強しているということで、それはそれで学ぶ

場やから、お互いが学んだらいいということで、私も思ってるんです。その代わり、外国

の方も学ぶ代わりに、日本の差別のことも学んでいただくということを条件で言ってる

んですが、今はもう日本の子どもはいないからっていうことで、多文化共生と言ってい

るが、目的が違う。ここは塾でも何でもない。社会教育のほうで担ってもらうんだった

ら、多文化共生課が担う役割であって、総合センターが担う役割と違うと私は言ってる
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んです。今も何か言うたら総合センターに、総合センターになっているが、職員は、きち

っとそれを反論できていない。上から言われて、はいはい、聞いてるからね。もうそんな

もんと違うって。総合センターのあり方というものがどういうことかってどういう目的で

作られて、どういうふうに実施するために、役割を担うようなことかっていうことを、もっ

とはっきり職員として自覚をして、行政と話をするときでも、はいはいそうですって言うん

じゃなくて、論議は論議として、聞くことは聞く、あかんことはあかんて言える館長さんに

ならないといけないと私は言うねんけど、よう言わない。 

 

けんけんひろばなんですけれども、もともと人権のことを学ぶということと、学校の勉

強をもう１回総合センターで復習したり学習したりとか、自学をするということで継続し

てやってきているものです。その部分については、今も変わってませんので、けんけんひ

ろばに来ている子どもたちは、週に１回人権のことを学び、週に１回は、自分で勉強し

てます。そのなかで、今年度は外国籍の子どもが少ないんですけど、２年、３年ぐらい前

は、すごく増えまして、当時の指導主事の校長先生もこれ以上増えたら対応出来ない

ということで、教育委員会のほうにも私のほうから、指導できる人を充てて欲しいと依

頼もしました。学校教育のなかでは学校のなかで通訳の方をつけたりというのもあり

ますけど、ひとたび学校から出ると、外国籍の子どもで日本語がわからない子どもの

行き場所がないということで、それが自然というか、今、所長の説明がありましたけど、

その自然じゃなくて、やっぱり部落差別と戦って、みんなと繋がっていくというそういう土

壌がこの施設にはあると思います。それで外国籍の子どもたちが困って、総合センター

のけんけんひろばに来てるという流れが、ここ数年で出来ているのは事実だと思いま

す。 

外国籍の子どもについては、日本語ひろばという、別の教室を去年の４月から作り

まして、そこで一対一で日本語を学んでいただいています。日本語がしゃべれるように

なった子どもについては日本人の子どもたちが学べる普通のけんけんひろばのほうで

一緒に活動してるというようなこともありますので、人権を学ぶけんけんひろばというこ

とについては、そこは変わらず継続しているっていうのはあります。 

 

けんけんひろばや解放学級も自分たちが要求した。子どもたちに対しての思いとか

もいっぱい持ってこのセンターが出来たんです。私らはもろに差別を受けてきた人間な

んです。今利用してる人は差別した人が多いんですわ。そんな人でも大きな顔してセ

ンターに来て土足でドタドタ入ってきてる。それはもう時代の流れで、私らだって、周り

の人たちの意見を聞いたり、そしてまた自分たちも学ばなというところもあるやろうとい

うことで、百歩譲って、それは使うのはいいやんかという形でしてんねんけれども、そし

たら来た以上は、ここの趣旨、目的に反するようなことじゃなくて、その目的に対したこ

とをやっぱり研修は研修として受けてもらって、相互理解できるような人間関係を作り

たいなっていうのは一緒なんですよ。でもそれが、今言っておられるように、解放学級の

流れだって、実質、今日本語でさえおぼつかない子どもたちだけを勉強させてると。そ

れなのに、人権の勉強だとか、部落の問題を勉強しなさいっていってもまだまだ先のこ

とです。一長一短ではない。言葉を選んで何をするということもね。だからそれをやって

るというほうがおかしいんちゃうかと私は思うのね。実質、今その準備段階でやってるっ
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ていうのだったら聞けますよ。だけど、今○○さんが言っておられるように、趣旨目的に

反さない、それを継続してやってるという思いはそうであったとしても、実質は出来てる

かなって、日本語でさえわからない、文字でさえわからない人たちを、今先生が教えて

んねんって言うんやったら、そういう段階で学んでる最中ですというならまだ聞けるけ

ど。だからそれはなちょっとおかしいんちゃうか。何か、それやってます、精神は持ってま

すってね。子どもたち、そんなん一長一短にはいきませんわ。幾ら言葉覚えたからね、研

修こんなことせなあかんって、それこそ育った環境もお国も違うしね。だからそういった

形の中で、日本で生きていくためには、いろいろ勉強せなあかんし、受け皿的にはそん

なこともお互いあるとは思うんですよ。それは私は反対はしてないんやけど、それなら

ば、こちらのほうの差別のことや、人権の問題も、ともに勉強していただきたいというこ

とを切実にお願いしてる。 

 

はい。だからそういう、それにつなげていくっていうんですか。ただもう、すぐにはそら

ね、出来ませんけども。 

 

それは分かってます。それは、そうですって言ってしまうと、何でって、出来てないの

に、そんなんやってます、思ってます、ではいけない。その言葉ってすごく大切です。 

 

この総合センターの性格なり、理念としてそういうのを持ってるわけで、それを伝えて

いくっていう方向性を持ってることです。それをやらないというふうに言ってるわけでは

ありません。より幅広く開かれたセンターへっていうようなことで、実際今回の人権の意

識調査でも、過去５年間に人権侵害を受けたという人が１割程度出てきています。人

権侵害を受けたときに、どうしましたかと対応をきくと何もしなかったっていう人がやっ

ぱり多いんです。だからそういう人たちと、ここがどう繋がるのかっていうふうな、ちょっ

ともう当然大きな課題になりますし、それは、待っていても来られないわけですので、知

恵を出し合って、議論していくなり、していかないといけないわけで、そういった課題が

たくさんあります。そういったことで、本来抱えてるような方向性っていうのを見透かす

ようになるにはどうしたらいいのかという、その気持ちってのはみんなそう共通している

ことだと思います。ですから答申としては方向性を示すっていうことになるわけで、そこ

の答申に沿った形で、より充実するなり技術化するっていう、それが大事になってきて

るんですね。そういう方向性について、議論を重ねていくということになるかと思うんで

すが、５時を過ぎましたし、委員の方々のこの後のご予定もございますでしょうから、こ

の議論というのは引き続き、理解を深めていくということでよろしいでしょうか。 

 

一点よろしいでしょうか。時間がないのに申し訳ございません。今の答申のところの

②の「センターに行けば解決の糸口がつかめる」と、ここがすごく大事な部分じゃない

かなというふうに感じているんですけれども、こういう体験を市民の方に積み上げてい

ってもらうということが、センターとのパイプというか、信頼関係にもなっていくし、時間

もかかるかもわからないけれども、解決の糸口をつかめると、それから３ページのとこ

ろのセンターへ行けば何とかなる。何かそういうふうな体験を積んでいって欲しいなと

いうなことを強く思いました。 
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そういう経験された市民がいれば、その市民から他の人が聞いて、こういう総合セン

ターがあるんだということで、ちょっとそういう良循環ですか、良い循環でこう進んでい

けるように、どう工夫をしていけばいいのかということをさらに議論を深めたいと思いま

す。もう時間が過ぎてしまいましたので、それでは進行、事務局の方にお返しいたしま

す。 

 

会長、どうもありがとうございました。本日いただきましたご意見、ご助言につきまし

て、今後の人権施策の推進に役立ててまいりたいと、考えております。 


